
2021年度秋季大会 開催報告 

 

主催：公益社団法人日本語教育学会 

開催日：2021 年 11月 27日（土）・28日（日） 

会場：オンライン開催 

 日本語教育学会では，最新の研究と実践の成果の発信・共有や，参加者間の交流・ネットワーキ

ングの促進を目的とした大会を年 2回（春・秋）開催しており，大会委員会はその企画・運営を行

っています。新型コロナウイルス感染症の流行が続くなか，昨年度の秋季大会，今年度の春季大会

に続いて，今大会も全面的にオンラインでの開催となりました。有料イベントへの事前参加登録

者は 1,019 名（招待・関係者含む）で，47 都道府県および世界の 45 の国・地域からの参加があり

ました。 

今年度の秋季大会では，パネルセッション 3件，口頭発表 32件，ポスター発表 17 件が，審査・

運営協力員の協力を得て行われました（詳細は右記をご参照ください。大会プログラム／発表要旨

大会予稿集もこちらから購入可能です）。当日までの流れとして，大会特設ホームページ上に配信

された各発表のオンデマンド・ビデオおよび資料（ポスター等）を，事前に参加者に視聴・閲覧の

うえ，質問提出をしていただきました。そして，大会当日の同期型会議システムを用いたリアルタ

イムの質疑応答では，発表者から事前質問への応答，続いてフロアからのチャット・口頭による質

問やコメントへの応答を行いました。各発表会場では，この流れを通して内容が深く掘り下げられ，

充実した議論が行われました。 
このほか，一般公開プログラム「外国人介護労働者のキャリアとことば」（社会啓発委員会），「わ

かばさんいらっしゃい／ぷらさ da わかば」（チャレンジ支援委員会），地域発信企画「つながり，

広がる日本語教育―北陸地域における多様な連携・協働のカタチ―」，交流ひろば（支部活動委員

会），研究倫理セミナー：研究とその指導に必須の注意事項（調査研究推進委員会），日本語学習サ

イト「つながるひろがる  にほんごでのくらし」説明会（文化庁）なども同時開催されました。こ

れらの企画でも，小グループの意見交換の場が設けられる等，オンラインの特徴を生かして進めら

れました。 

今大会は，昨年度，秋季大会のオン

ライン実施に向けて組織されたワー

キンググループから大会委員会が全

面的に業務を引き継いで実施いたし

ました。準備段階では，これまでのオ

ンライン大会で参加者からいただい

た課題を検討し，パネルセッションの

時間延長，質疑応答の手順と資料の提

示に関する変更等を通して，より円滑

な進行を目指しました。今大会のアン

ケートでいただいたご意見も，今後の

大会の企画運営面の改善に生かしてまいります。 

次回の春季大会は，2022年 5月 21日（土）・22日（日）に，全面オンラインで開催の予定です。 

（文責：大会委員会） 

http://www.nkg.or.jp/wp/wp-content/uploads/2021/09/21autumnprogram.pdf
http://www.nkg.or.jp/wp/wp-content/uploads/2021/09/21autumnweb.pdf
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